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＜１２月１６日＞ 
 授業名人の山本茂雄先生による３年生数学科の模範授業を設定しました。 
 小学校２年生で学習する“九九”の表を導入として、様々な数学の領域に発

展する学習内容で、いつも以上に挙手やつぶやきの多い授業となりました。 
① 九九は掛け算とは限らない。足し算もある。 
② １～９があるのはどの列か？１の段だけではない。 

３の段、７の段、９の段、見方を変えれば、６の段以外はすべて１～９が隠

れている。 
③１の段から９の段までの答えを全部足すといくつになるか。その求め方は？ 

・４５×４５＝５×９×５×９＝２０２５ 
・（４０＋５ ）２＝４０２＋２×４０×５＋５２＝２０２５ 

  ・（５０－５）２＝２５００－２×５０×５＋２５ 
・２５×８１＝５×５×９×９＝２０２５ 
      ＝２５×（８０＋１） 

など、「算数・数学とは？」から、掛け算、因数分解、平均への着目など、計算

の工夫が盛りだくさんで、思考の流れが途切れない授業でした。 
「不思議なこと、なるほどと思うことがいっぱいあって楽しかった。」「なぜ、

どうして？と考えることを大切にしていきたい。」という感想を多くの生徒がも

ち、数学という教科の特性を生徒も教師も実感する機会となりました。 


